
学年 単位数

・近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉え、現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を理解するとともに、諸資料から歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける。

・近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義、特色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつながりなどに着目して、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れ構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説

明したり、それらを基に議論したりする力を養う。

◇科目の概要と目標

・近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究、解決しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や　深い理解を通して涵養される日本国民として自覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さにつ

いての自覚を深める。

令和５年度　シラバス　【地理歴史】

科目名 使用教科書 使用副教材

歴史総合 1 2
　　７実教　歴総７０４

　　歴史総合（実教出版）

歴史総合演習ノート（実教出版）

高校生のためのふるさと富山（富山県教育員会）

　社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成する。

7月

◇科目の観点別評価の目標

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

8.ｱﾍﾝ戦争の衝動と日本の開国

科目名 単元１ 単元２ 単元３ 単元４

・資料を歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べ、まとめる技

能をみにつけているかを評価する。

・事象の背景や原因・結果や影響などに着目し、多面的・多角的に考察

し、表現できているかを評価する。

・学習を振り返りながらよりよい社会の実現を視野に課題を追究しよう

としているかを評価する。

月 4月 5月 6月

期末考査

7.ｵｽﾏﾝ帝国の衰退とﾛｼｱ 歴史のひろば⑥

思考・判断・表現
・資料から読み取った情報の意味や意義、特色などを

考察し、表現しているかを評価する。

・18世紀とその前後のﾖｰﾛｯﾊﾟやｱﾒﾘｶ大陸、ｵｽﾏﾝ帝国で

のできごとや影響などに着目して、主題を設定し、世

界各地の動向を比較したり、相互に関連付けたりする

などして、18世紀とその前後のﾖｰﾛｯﾊﾟやｱﾒﾘｶ大陸、東

ｱｼﾞｱ諸国における経済活動の特徴、ｱｼﾞｱ各地域間の関

係、ｱｼﾞｱ諸国と欧米諸国との関係などを多面的・多角

的に考察し、表現しているかを評価する。

評価問題として単元１・２に関する

資料を活用する思考問題・判断問点

約６５点分で評価する。

・19世紀後半の欧米諸国が日本に与えた影響などに着

目して、主題を設定し、ﾖｰﾛｯﾊﾟ諸国とその他の地域の

動向を比較したり、相互に関連付けたりするなどし

て、19世紀後半のﾖｰﾛｯﾊﾟにおける政治活動の特徴、ﾖｰ

ﾛｯﾊﾟ各地域間の関係、日本と欧米諸国との関係などを

多面的・多角的に考察し、表現しているかを評価す

る。

・19世紀から20世紀初頭にかけての欧米諸国の帝国主

義が世界に与えた影響などに着目して、主題を設定

し、ﾖｰﾛｯﾊﾟ諸国とその他の地域の動向を比較したり、

相互に関連付けたりするなどして、19世紀から20世紀

初頭の日本における政治の特徴、ｱｼﾞｱ各地域間の関

係、ｱｼﾞｱ諸国と欧米諸国との関係などを多面的・多角

的に考察し、表現しているかを評価する。

5.ﾌﾗﾝｽ革命とｳｨｰﾝ体制　　

知識・技能
・資料に基づいて歴史が叙述されていることを理解で

きているかを評価する。

・18世紀とその前後のﾖｰﾛｯﾊﾟやｱﾒﾘｶ大陸、ｵｽﾏﾝ帝国に

おける政治、各地域間や清や日本などｱｼﾞｱ諸国と欧米

諸国の貿易などを基に、18世紀とその前後の世界の経

済と社会を理解していることを評価する。

評価問題として単元１・２の内の基

礎用語に関する問いを約３５点分で

評価する。

・19世紀後半のﾖｰﾛｯﾊﾟや日本における政治、ﾖｰﾛｯﾊﾟ各

地域間や日本と欧米諸国の関係などを基に、19世紀後

半のﾖｰﾛｯﾊﾟと日本の政治と社会を理解していることを

評価する。

・19世紀から20世紀初頭にかけてのｱｼﾞｱや日本におけ

る生産や流通、ｱｼﾞｱ各地域間やｱｼﾞｱ諸国と欧米諸国の

貿易などを基に、19世紀から20世紀初頭のｱｼﾞｱの経済

や社会を理解していることを評価する。

歴史総合

歴史の扉 6.ｱﾒﾘｶ合衆国の発展とラテンｱﾒﾘｶの独立

中間考査

10.ｲｷﾞﾘｽ・ﾌﾗﾝｽの繁栄とｲﾀﾘｱ・ﾄﾞｲﾂの統一 13.自由民権運動と大日本帝国憲法

歴史のひろば⑤ 12.日本のｱｼﾞｱ外交と国境問題

評価問題として単元３・４の内の基礎用語に関する問

いを約３５点分で評価する。

評価問題として単元３・４に関する資料を活用する思

考問題・判断問点約６５点分で評価する。

演習ノートの文章記述の取り組みを評価する。

１２月

16.日清戦争後の東ｱｼﾞｱ

3.幕政の改革と東ｱｼﾞｱ世界 9.江戸幕府の滅亡 17.日露戦争と東ｱｼﾞｱの変動

14.帝国主義の時代へ

2.江戸時代の生産・流通と諸改革 15.朝鮮をめぐる国際関係と日清戦争

歴史のひろば②

歴史のひろば③ 18.日本の産業革命

4.ｲｷﾞﾘｽ産業革命とｱﾒﾘｶ独立戦争　　　　　　　　　 ※北前船の活躍（ふるさと富山）

科目名 単元５ 単元６ 単元７ 単元８

23.ｱｼﾞｱの民族運動

歴史のひろば① 歴史のひろば④ 11.明治政府の諸改革 歴史のひろば⑦

1.江戸時代の日本と東ｱｼﾞｱ秩序の変動

月 7月 ９月 10月 11月

主体的に学習に取り組む態度

・「歴史総合」を学ぶ意義や目的、歴史的な考察の方

法やその特質について、主体的に理解を深めようとし

ている姿勢を評価の参考にする。

・18世紀とその前後のﾖｰﾛｯﾊﾟやｱﾒﾘｶ大陸とｱｼﾞｱとの歴

史の変化に関わる諸事象について、よりよい社会の実

現を視野に課題を主体的に追求、解決しようとする態

度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解

を通して涵養される日本国民としての自覚、我が国の

歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重すること

の大切さについて自覚を深めていいることを評価の参

考にする。

演習ノートの文章記述の取り組みを

評価する。

・19世紀後半のﾖｰﾛｯﾊﾟの動きと日本との関連に関わる

諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を

主体的に追求、解決しようとする態度を養うととも

に、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養さ

れる日本国民としての自覚、我が国の歴史に対する愛

情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについ

て自覚を深めていいることを評価の参考にする。

・帝国主義や日本のｱｼﾞｱ進出に関わる諸事象につい

て、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追

求、解決しようとする態度を養うとともに、多面的・

多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民

としての自覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や他

国の文化を尊重することの大切さについて自覚を深め

ていいることを評価の参考にする。

26.世界恐慌と各国の対応 32.国際連合の成立と冷戦

20.ﾛｼｱ革命とｿ連の成立 27.ﾌｧｼｽﾞﾑの時代 33.日本の占領と日本国憲法

歴史総合

歴史のひろば⑧ 国際秩序の変化や大衆化への問い

中間考査

歴史のひろば⑨ 歴史のひろば⑩

近代化と現代的な諸課題 19.第一次世界大戦

30.第二次世界大戦の勃発 国際秩序の変化や大衆化と現代的な諸課題

24.第一次世界大戦後の欧米諸国 31.第二次世界大戦の終結 ※イタイイタイ病と対策（ふるさと富山）

21.米騒動と大正ﾃﾞﾓｸﾗｼｰ 28.満州事変と軍部の対立 歴史のひろば⑪

22.ｳﾞｪﾙｻｲﾕ体制とﾜｼﾝﾄﾝ体制 29.日中戦争と戦時体制 34.朝鮮戦争と日本

思考・判断・表現

・工業化で生じた経済格差の解決をめざす取り組みや

思想について資料を活用して、多面的に考察し、課題

について、協働的に考察し、適切に表現しているかを

評価する。

・第一次世界大戦の推移と第一次世界大戦が大戦後の

世界に与えた影響、日本の参戦の背景と影響などに着

目して、主題を設定し、日本とその他の国や地域の動

向を比較したり、関連付けたりするなどして、第一次

世界大戦の性格と惨禍，日本とｱｼﾞｱ及び太平洋地域の

関係や国際協調体制の特徴などを多面的・多角的に考

察し、表現しているかを評価する。

評価問題として単元５・６に関する

資料を活用する思考問題・判断問点

約６５点分で評価する。

・経済危機の背景と影響、国際秩序や政治体制の変化

などに着目して、主題を設定し、日本とその他の国や

地域の動向を比較したり、相互に関連付けたりするな

どして、各国の世界恐慌への対応の特徴、国際協調体

制の動揺の要因などを多面的・多角的に考察し、表現

しているかを評価する。

・第二次世界大戦の推移と第二次世界大戦が大戦後の

世界に与えた影響、第二次世界大戦後の国際秩序の形

成が社会に及ぼした影響などに着目して、主題を設定

し、日本とその他の国や地域の動向を比較したり、相

互に関連付けたりするなどして、第二次世界大戦の性

格と惨禍、第二次世界大戦下の社会状況や人々の生

活、日本に対する占領政策と国際情勢との関係などを

多面的・多角的に考察し、表現しているかを評価す

る。

25.ひろがる社会運動と普通選挙の実現

知識・技能

・世界の市場の形成についての記述をふりかえって、

19世紀に近代化がすすんだﾖｰﾛｯﾊﾟと、立場が逆転した

ｱｼﾞｱの社会の変化について理解できていることを評価

する。

・第一次世界大戦の展開、日本やｱｼﾞｱの経済成長、ｿ

ｳﾞｨｴﾄ連邦の成立とｱﾒﾘｶ合衆国の台頭、ﾅｼｮﾅﾘｽﾞﾑの動

向と国際連盟の成立などを基に、総力戦と第一次世界

大戦後の国際協調体制を理解し、大衆の政治参加と女

性の地位向上、大正ﾃﾞﾓｸﾗｼｰと政党政治、大量消費社

会と大衆文化、教育の普及とﾏｽﾒﾃﾞｨｱの発達などを基

に、大衆社会の形成と社会運動の広まりについて理解

できていることを評価する。

評価問題として単元５・６の内の基

礎用語に関する問いを約３５点分で

評価する。

・世界恐慌、ﾌｧｼｽﾞﾑの伸張、日本の対外政策などを基

に、国際協調体制の動揺を理解している。 第二次世界

大戦の展開を理解できていることを評価する。

国際連合と国際経済体制、冷戦の始まりとｱｼﾞｱ諸国の

動向、戦後改革と日本国憲法の制定、平和条約と日本

の独立の回復などを基に、第二次世界大戦後の国際秩

序と日本の国際社会への復帰を理解できていることを

評価する。

月 １２月 １月 ２月 3月　　年間

主体的に学習に取り組む態度

・地図や資料を活用して、19世紀の社会の変化が現在

にまで及ぼしている影響について、意欲的に考えよう

としていることを評価の参考にする。

・20世紀初頭から戦間期にかけての日本を中心に世界

的な動きと関わる諸事象について、よりよい社会の実

現を視野に課題を主体的に追求、解決しようとする態

度を養うととともに、多面的・多角的な考察や深い理

解を通して涵養される日本国民としての自覚、我が国

の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重するこ

との大切さについての自覚などを深めていることを評

価の参考にする。

演習ノートの文章記述の取り組みを

評価する。

・世界恐慌やﾅﾁｽ・ﾄﾞｲﾂ誕生の頃の日本と世界の歴史

の変化に関わる諸事象について、よりよい社会の実現

を視野に課題を主体的に追求、解決しようとする態度

を養うととともに、多面的・多角的な考察や深い理解

を通して涵養される日本国民としての自覚、我が国の

歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重すること

の大切さについての自覚などを深めていることを評価

の参考にする。

・第二次世界大戦の後の日本の独立回復までの日本と

世界の歴史の変化に関わる諸事象について、よりよい

社会の実現を視野に課題を主体的に追求、解決しよう

とする態度を養うととともに、多面的・多角的な考察

や深い理解を通して涵養される日本国民としての自

覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を

尊重することの大切さについての自覚などを深めてい

ることを評価の参考にする。

総合評価

35.植民地の独立 36.米ｿ両陣営の動揺 39.緊張緩和から冷戦の終結

科目名 単元９ 単元１０ 単元１１

歴史のひろば⑬ 40.日本の経済大国化

37.日本の国際社会復帰と高度経済成長 41.地域紛争と対立

38.石油危機と世界経済 42.国際秩序の変容
歴史総合

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化への問い 歴史のひろば⑫ 歴史のひろば⑭

・脱植民地化とｱｼﾞｱ・ｱﾌﾘｶ諸国、冷戦下の地域紛争、

先進国の政治の動向、軍備拡張や核兵器の管理などを

基に、国際政治の変容を理解し、西ﾖｰﾛｯﾊﾟや東南ｱｼﾞｱ

の地域連携、計画経済とその波及、日本の高度経済成

長などを基に、世界経済の拡大と経済成長下の日本の

社会を理解できていることを評価する。

・石油危機、ｱｼﾞｱの諸地域の経済発展、市場開放と経

済の自由化、情報通信技術の発展などを基に、市場経

済の変容と課題を理解し、冷戦の終結、民主化の進

展、地域統合の拡大と変容、地域紛争の拡散とそれへ

の対応などを基に、冷戦終結後の国際政治の変容と課

題を理解できていることを評価する。

歴史のひろば⑮

現代的な諸課題の形成と発展

学年末考査

期末考査

評価問題として単元７・８の内の基礎用語に関する問

いを約３５点分で評価する。

評価問題として単元７・８に関する資料を活用する思

考問題・判断問点約６５点分で評価する。

演習ノートの文章記述の取り組みを評価する。

主体的に学習に取り組む態度

・冷戦と国際関係、人と資本の移動、高度情報通信、

食料と人口、資源・ｴﾈﾙｷﾞｰと地球環境、感染症、多様

な人々の共存などに関する資料から、情報を読みとっ

たりまとめたり、複数の資料を比較したり関連付けた

りすることにより、興味・関心をもったこと、疑問に

思ったこと、追究したいことなどを主体的に見いだそ

うとしている姿勢を評価の参考にす。

・1950年代の冷戦期から1970年代の石油危機で日本

の高度経済成長期がおわるころの日本を中心に世界的

な動きと関わる諸事象について、よりよい社会の実現

を視野に課題を主体的に追求、解決しようとする態度

を養うととともに、多面的・多角的な考察や深い理解

を通して涵養される日本国民としての自覚、我が国の

歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重すること

の大切さについての自覚などを深めていることを評価

の参考とする。

・1970年代に入り石油危機などが起きたころから21世

紀の現代までの日本と世界の歴史の変化に関わる諸事

象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体

的に追求、解決しようとする態度を養うととともに、

多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される

日本国民としての自覚、我が国の歴史に対する愛情、

他国や他国の文化を尊重することの大切さについての

自覚などを深めていることを評価の参考とする。

演習ノートの文章記述の取り組みを

評価する。

・長期休業中の課題、時事問題への興味関心、自らの考えを持ち、意見を述べることができているかを評価す

る。

・グループ学習の活用でクラス内での対話学習により、考えが深まったどうかワークシートの記入や発言で評

価をする。

評価問題として単元９・１０・１１

の内の基礎用語に関する問いを約３

５点分で評価する。

・各学期の定期考査における基礎用語の定着を総合的に評価する。

・授業プリントへの記述ができているかを評価する。

思考・判断・表現

・冷戦と国際関係、人と資本の移動、高度情報通信、

食料と人口、資源・ｴﾈﾙｷﾞｰと地球環境、感染症、多様

な人々の共存などに関する資料を活用して、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ

化にともなう生活や社会の変容について考察し、問い

を表現しているかを評価する。

・冷戦が各国経済に及ぼした影響、地域連携の背景と

影響、日本の高度経済成長の背景と影響などに着目し

て、主題を設定し、日本とその他の国や地域の動向を

比較したり、相互に関連付けたりするなどして、冷戦

下の世界経済や地域連携の特徴、経済成長による生活

や社会の変容などを多面的・多角的に考察し表現して

いるかを評価する。

・ｱｼﾞｱの諸地域の経済発展の背景、経済の自由化や技

術革新の影響、資源・ｴﾈﾙｷﾞｰと地球環境問題が世界経

済に及ぼした影響などに着目して、主題を設定し、日

本とその他の国や地域の動向を比較したり、相互に関

連付けたりするなどして、市場経済のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化の特

徴と日本の役割などを多面的・多角的に考察し、表現

しているかを評価する。

評価問題として単元９・１０・１１

に関する資料を活用する思考問題・

判断問点約６５点分で評価する。

・各学期の定期考査における資料を活用する思考問題・判断問題の定着を総合的に評価する。

・探究型のテーマ学習を活用して、思考を深めることができているかを評価する。

※環日本海交流（ふるさと富山）

知識・技能

・冷戦と国際関係、人と資本の移動、高度情報通信、

食料と人口、資源・ｴﾈﾙｷﾞｰと地球環境、感染症、多様

な人々の共存などに関する資料から情報を読みとった

り、まとめたりする技能を身につけていることを評価

する。。


